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平
成
29
年
度
事
業
計
画
は
、
平
成
29
年
２
月
23
日
開
催
の
第
12
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
運
営
の
基
本
方
針
で
あ
る
事
業
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
計
画
本
文
で
は
、
「
Ⅰ　

は
じ
め
に
」
「
Ⅱ　

基
本
方
針
」
「
Ⅲ　

事
業
計
画
」
及

び
「
Ⅳ　

公
益
社
団
法
人
と
し
て
」
の
４
段
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
Ⅰ　

は
じ
め
に
」
で
は
、
高
齢
者
を
と
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
わ
が
国
全
体

で
少
子
高
齢
化
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
検
討
が
進
み
、
介
護
周
辺
業
務
へ
の
高
齢
人
材
の
活
用
推

進
の
動
き
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
野
区
で
は
、
介
護
保
険
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
平
成
29
年

度
か
ら
要
支
援
の
高
齢
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
区
の
事
業
に
移
管
し
、
総
合
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
野
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
で
は
、
区
の
動
き

を
と
ら
え
、
掃
除
・
買
い
物
・
調
理
等
の
日
常
生
活
支
援
、
外
出
支
援
な
ど
の
業
務
に
関
し
、
モ

デ
ル
実
施
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
数
の
減
少
が
続
く
中
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、

多
様
な
就
業
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
事
業
を
開

始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

高
齢
化
が
さ
ら
に
進
行
し
、
高
齢
者
な
く
し
て
地
域
社
会
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
と
も
言
わ
れ

る
今
日
、
高
齢
者
で
あ
る
会
員
の
生
き
が
い
就
労
を
め
ざ
す
セ
ン
タ
ー
の
社
会
的
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
と
な
り
、
新
た
な
派
遣
事
業
を
含
め
シ
ル
バ
ー
事
業
を
一
層
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
就
業
開
拓
と
会
員

募
集
を
行
う
と
と
も
に
、
経
営
の
効
率
化
と
シ
ル
バ
ー
事
業
の
質
向
上
に
努
め
、
ま
た
、
地
域
で

の
社
会
奉
仕
活
動
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
か
つ
継
続
的
に
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
Ⅱ　

基
本
方
針
」
で
は
、
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
等
を
生
か
し
、
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
シ
ル
バ
ー
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
就
業
機
会

を
確
保
す
る
た
め
、
新
た
に
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

１　

高
齢
者
就
業
に
つ
い
て
の
普
及
、
啓
発
活
動
の
推
進

　

２　

高
齢
者
に
適
し
た
就
業
機
会
の
確
保
・
提
供

　

３　

高
齢
者
就
業
の
知
識
・
技
能
向
上
の
た
め
の
講
習
等
の
実
施

　

４　

安
全
就
業
に
つ
い
て
の
啓
発
・
指
導
、
安
全
就
業
対
策
の
推
進

　

５　

入
会
促
進
、
会
員
相
互
の
連
携
と
社
会
奉
仕
活
動
の
推
進

　

６　

多
様
な
就
業
機
会
を
確
保
す
る
た
め
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
開
始

　

「
Ⅲ　

事
業
計
画
」
で
は
、
会
員
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
区
民
の
暮
ら
し
に
身
近
な
就
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
の
理
念
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

契
約
目
標
は
６
億
８
千
万
円
、
ま
た
就
業
目
標
は
、
年
間
就
業
延
実
人
員
３
８
，
５
０
０
人
、

延
受
託
件
数
は
１
７
，
０
０
０
件
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
．
広
報
・
宣
伝
活
動
の
推
進　

　

⑴
会
員
数
目
標
（
年
度
末
会
員
数
）　

１
，
６
５
０
人　

　

⑵
事
業
の
広
報
・
宣
伝
活
動
の
推
進

　
　

①
「
シ
ル
バ
ー
な
か
の
」
及
び
「
シ
ル
バ
ー
速
報
」
の
発
行

　
　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
　

③
チ
ラ
シ
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布

　
　
　

�

会
員
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
用
チ
ラ
シ
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
中
野

区
町
会
連
合
会
の
協
力
を
得
て
、
区
内
全
地
域
の
町
会
・
自
治
会
の
回
覧
を
通
じ
た
会
員

募
集
を
予
定

　
　

④
「
ふ
す
ま
張
り
」
「
パ
ソ
コ
ン
」
等
区
民
向
け
無
料
講
習
会
の
開
催

　
　

⑤
「
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
」
の
開
催
、
平
成
29
年
10
月
30
日
㈪
を
予
定

　
　

⑥
「
シ
テ
ィ
テ
レ
ビ
中
野
」
へ
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
提
供

　
　

⑦
中
野
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
等
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

　
　

⑧
東
京
マ
ラ
ソ
ン
祭
り
２
０
１
８
へ
の
参
加

２
．
し
ご
と
の
開
拓
と
提
供

　

⑴
就
業
確
保
の
取
組
み

　
　

①
年
間
を
通
じ
セ
ン
タ
ー
事
業
の
広
報
活
動

　
　

②�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
提
供
、
一
般
家
庭
や
事
業
所
等
に
チ
ラ
シ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

の
配
布

　
　

③
江
古
田
分
室
で
の
手
内
職
作
業
確
保
の
た
め
、
企
業
、
事
業
所
等
に
訪
問

　
　

④
「
シ
ル
バ
ー
速
報
」
に
仕
事
情
報
の
掲
載
な
ど
の
就
業
促
進
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⑤�

シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
の
開
催
、
中
野
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
等
の
参
加
な
ど
を
通
じ
セ
ン
タ
ー

事
業
の
Ｐ
Ｒ

　
　

⑥
区
の
統
計
調
査
の
調
査
員
と
し
て
就
業
で
き
る
よ
う
調
査
員
募
集
の
情
報
提
供

　

⑵
家
庭
・
子
育
て
事
業
の
推
進

　
　

①�
試
行
実
施
し
た
訪
問
活
動
事
業
の
実
績
等
を
踏
ま
え
、
日
常
生
活
支
援
や
外
出
支
援
な
ど

の
介
護
周
辺
業
務
の
本
格
的
実
施
、
引
き
続
き
区
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の

連
絡
調
整

　
　
　

事
業
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
協
力
を
得
て
会
員
向
け
研
修
会
の
開
催

　
　

②�

会
員
と
会
員
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
信
頼
関
係
を
高
め
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
き

め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供　
　

　
　

③
会
員
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
会
員
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
地
域
の
子
育
て
を
応
援

　
　

④
事
業
を
通
じ
地
域
団
体
と
連
携
と
支
え
あ
い
の
「
地
域
力
」
の
醸
成

　

⑶
職
群
班
活
動
の
充
実
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

　
　

�

担
当
理
事
制
の
も
と
で
、
仕
事
別
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
会
員
同
士

の
技
能
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
め
ざ
す

　
　

ま
た
、
技
術
の
継
承
と
後
継
者
の
人
材
育
成
が
急
務

　

⑷
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
隊
の
充
実

　
　

①
事
業
内
容
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
会
員
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
仕
事
の
拡
大

　
　

②�

サ
ー
ビ
ス
力
の
向
上
に
向
け
、
技
能
研
修
を
積
極
的
に
行
い
専
門
性
の
向
上
、
ま
た
、
除

草
班
と
連
携
し
夏
季
及
び
冬
季
の
就
業
ニ
ー
ズ
に
機
動
的
に
対
応

　

⑸
新
た
に
開
始
す
る
シ
ル
バ
ー
派
遣

　
　

�

会
員
に
対
し
多
様
な
就
業
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
新
た
に
区
施
設
の
管

理
運
営
業
務
に
か
か
る
派
遣
事
業
を
開
始

　

⑹
事
務
系
職
種
の
拡
大

　
　

�

新
た
に
開
始
す
る
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
経
験
や
実
績
等
を
踏
ま
え
、
事
務
系
職
種
の
拡
大

を
め
ざ
す

　

⑺
先
進
セ
ン
タ
ー
事
例
調
査

３
．
就
業
相
談
と
各
種
研
修
の
充
実

　

⑴
就
業
相
談
の
充
実

　

⑵
新
規
会
員
の
登
録
と
研
修
の
充
実

　
　

①�

入
会
登
録
説
明
会
の
開
催
回
数
増
、
女
性
会
員
を
確
保
す
る
た
め
、
女
性
理
事
に
よ
る
入

会
登
録
説
明
会
を
開
催

　
　

②
シ
ル
バ
ー
事
業
が
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
と
の
意
識
の
徹
底

　
　

③
仕
事
に
対
す
る
意
識
改
革
及
び
仲
間
づ
く
り
や
社
会
奉
仕
活
動
へ
の
参
加

　

⑶
シ
ル
バ
ー
派
遣
に
か
か
る
情
報
提
供
と
研
修
の
実
施

　
　

�

受
注
が
期
待
で
き
る
区
施
設
の
管
理
運
営
業
務
へ
の
理
解
、
労
働
安
全
衛
生
や
就
労
の
心
構

え
な
ど
派
遣
就
労
に
必
要
な
情
報
提
供
と
研
修
の
計
画
的
実
施

　

⑷
接
客
術
向
上
研
修

　
　

①
顧
客
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
　

②
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
踏
ま
え
実
践
に
即
し
た
接
遇
研
修
の
充
実

　
　
　

・
駐
輪
場
施
設
管
理
者
、
公
園
清
掃
就
業
会
員
等

　
　

③
技
能
向
上
（
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
）
研
修

　
　
　

・
植
木
班
、
除
草
班
、
表
具
班
、
家
事
・
福
祉
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
就
業
会
員

　
　
　

・
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
隊
等

　
　

④
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
　
　

・
理
事
、
役
員
研
修
等

　
　

⑤
し
ご
と
財
団
、
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
会
員
向
け
研
修

４
．
適
正
就
業
へ
の
取
組
み

　

法
令
等
を
遵
守
し
た
適
正
就
業
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
が
急
務
。
自
主
点
検
や
し
ご
と
財
団
の

指
導
等
を
踏
ま
え
、
請
負
契
約
の
内
容
点
検
、
契
約
書
や
仕
様
書
の
整
備
、
適
正
就
業
へ
の
徹
底

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
務
系
職
種
の
拡
大
を
は
じ
め
、
適

正
就
業
を
め
ざ
す
取
組
み
で
も
あ
り
、
事
業
経
験
を
積
み
重
ね
着
実
に
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

５
．
安
全
就
業
対
策
等
の
推
進

　

高
齢
者
の
就
業
に
あ
た
っ
て
は
、
就
業
の
安
全
が
最
優
先
。
傷
害
事
故
と
損
害
賠
償
事
故
発
生

件
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
事
故
防
止
に
向
け
た
有
効
な
対
応
策
を
継
続
的
に
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
安
全
管
理
委
員
会
を
中
心
に
、
引
き
続
き
事
故
防
止
対

策
を
徹
底
。
ま
た
、
日
頃
の
健
康
管
理
や
就
業
途
上
に
お
け
る
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守
、
シ
ル
バ
ー

体
操
（
就
業
前
体
操
）
の
普
及
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
安
全
就
業
対
策
に
取
り
組
む
。
あ
わ
せ
て
、

事
故
原
因
の
深
堀
分
析
を
行
い
、
会
員
に
対
し
安
全
就
業
の
徹
底
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

⑴
安
全
就
業
の
徹
底

　
　

①
新
入
会
員
へ
安
全
就
業
の
心
得
の
配
布
、
機
関
紙
を
通
じ
事
故
防
止
の
啓
発

　
　

②
安
全
管
理
委
員
会
が
中
心
と
な
り
事
故
原
因
な
ど
を
深
堀
分
析

　
　

③
職
群
班
会
議
で
事
故
に
関
す
る
情
報
を
共
有
と
安
全
意
識
の
喚
起

23
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④�

事
故
が
起
こ
り
や
す
い
植
木
、
除
草
、
公
園
清
掃
な
ど
は
、
複
数
会
員
に
よ
る
就
業
を
推
進

　
　

⑤
傷
害
事
故
防
止
の
た
め
の
シ
ル
バ
ー
体
操
（
就
業
前
体
操
）
の
普
及

　
　

⑥
安
全
就
業
宣
言
の
趣
旨
の
徹
底

　

⑵
事
故
防
止
対
策

　
　

①
安
全
保
護
具
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
安
全
ベ
ル
ト
）
の
着
用
の
徹
底

　
　

②
熱
中
症
対
策
の
取
り
組
み

　
　

③
機
械
、
器
具
等
の
安
全
点
検
の
実
施

　
　

④
安
全
就
業
委
員
に
よ
る
作
業
現
場
の
巡
回
指
導
の
拡
充

　
　

⑤
就
業
途
上
の
交
通
事
故
対
策
の
取
組
み

６
．
地
域
班
活
動
の
推
進

　

セ
ン
タ
ー
は
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
会
員
自
ら
が
組
織
運
営
を

行
う
団
体
。
地
域
社
会
に
理
解
・
評
価
さ
れ
、
具
体
的
な
形
で
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、

セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
。
そ
の
た
め
、
地
域
班
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

地
域
の
町
会
・
自
治
会
と
の
連
携
に
よ
る
社
会
奉
仕
等
の
活
動
が
、
地
域
社
会
の
理
解
を
得
る
上

で
効
果
的
。
地
域
班
の
会
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
活
動
の
意
義
を
理
解
し
、
継
続
的
に
実
践
す
る

こ
と
が
重
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
班
活
動
を
通
し
て
の
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
重
要
で
、
14
班
そ
れ
ぞ
れ
の

班
で
は
、
会
員
懇
談
会
開
催
の
ほ
か
、
特
色
あ
る
活
動
を
展
開
。
「
シ
ル
バ
ー
な
か
の
」
の
紙
面

を
通
じ
、
適
宜
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
で
は
、
地
域
班
や

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
活
動
紹
介
・
展
示
等
を
行
い
、
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
の
一
助
に
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
班
活
動
に
よ
り
会
員
同
士
の
連
帯
感
の
醸
成
と
会
員
相
互
の
交
流
の
促
進
に
努
め

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
「
Ⅳ　

公
益
社
団
法
人
と
し
て
」
で
は
、
引
き
続
き
、
社
会
経
済
状
況
の
大
き
な
変

化
を
見
据
え
つ
つ
、
会
員
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
自

立
的
な
経
営
を
確
立
し
、
顧
客
で
あ
る
区
民
や
会
員
に
も
信
頼
さ
れ
魅
力
の
あ
る
公
益
社
団
法
人

と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。

※
事
業
計
画
本
文
に
つ
い
て
は
、
本
部
事
務
局
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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科　　目 予算額

Ⅰ一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　①受託事業収益 658,285,000
　　　②自主事業収益 21,715,000
　　　③受取会費 3,250,000
　　　④受取補助金等 70,082,000
　　　⑤シルバー保険保険料収益 1,308,000
　　　⑥特定資産運用益 1,000
　　　⑦雑収益 101,000

経常収益計 754,742,000
　　（2）経常費用
　　　①事業費 743,271,857
　　　　受託事業 585,000,000
　　　　自主事業 18,046,000
　　　　事業開拓事業 43,577,000
　　　　広報事業 843,000
　　　　地域活動事業 2,931,000
　　　　家庭・子育て事業 1,771,000
　　　　事業管理費 91,103,857
　　　②管理費 21,445,143

　　　　経常費用計 764,717,000
　　　　当期経常増減額 △ 9,975,000

　２．経常外増減の部
　　（1）経常外収益 0
　　（2）経常外費用 0

当期経常外増減額 0

当期一般正味財産増減額 △ 9,975,000
一般正味財産期首残高　 80,000,000
一般正味財産期末残高　 70,025,000

Ⅱ 指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0

　　指定正味財産期首残高　 0
　　指定正味財産期末残高　 0

Ⅲ 正味財産期末残高 70,025,000

平成29年度　収支予算書
（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

（単位：円）
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自
転
車
駐
車
場
管
理
業
務
は
サ
ー
ビ
ス
業

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、毎
年
一
回
接
遇
研
修

が
実
施
さ
れ
る
。今
年
は
２
月
６
日（
月
）本
部

の
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。参
加
し
た
会
員
は

約
百
名
。

　

サ
ー
ビ
ス
と
は
、
お
客
様
の
要
望
に
応
え
、

時
に
は
感
動
を
覚
え
る
よ
う
な
仕
事
を
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
為
に
は
、
私
達
の
持
つ

気
持
や
感
情
を
、
お
客
様
に
ど
う
伝
え
る
か

が
極
め
て
大
事
と
な
る
。相
手
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
る
と
き
、
言
語（
話
の
内
容
）が
７
％
、

聴
覚（
話
し
方
・
声
の
調
子
等
）が
38
％
、
視
覚

（
見
た
目
・
表
情
・
し
ぐ
さ
等
）が
55
％
の
重
要

度
を
持
っ
て
い
る
。そ
れ
ら
は
、い
わ
ゆ
る
、言

動
が
大
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
相
手
の
話
を
聞
く
こ
と
も
必
要
で
、

顔
を
見
て
頷
き
、
相
槌
を
打
つ
。相
手
の
言
葉

通
り
に
返
し
て
話
を
聴
い
て
い
る
感
じ
を
与

え
、「
ご
心
配
で

し
ょ
う
」
な
ど

の
思
い
や
る
言

葉
で
理
解
出
来

て
い
る
こ
と
を

伝
え
る
。ま
た
、

復
唱
す
る
こ
と

で
確
認
を
す
る
。

　

言
葉
遣
い
と

し
て
は
、「
恐
れ

入
り
ま
す
が
」

な
ど
の
ク
ッ

　

３
月
29
日（
水
）、
除
草
班
の
新
人
研
修
を
開

催
し
ま
し
た
。当
日
は
、新
人
会
員
５
名
と
現
在

除
草
班
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
会
員
１
名

が
参
加
し
、本
部
で
講
義
を
行
っ
た
あ
と
、本
町

二
丁
目
公
園
で
実
技
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
財
団
の
講
師
も
さ
れ
て
い
る
吉
野

静
男
先
生
を
お
招
き
し
、
除
草
の
心
得
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。講
義
で
は
、現
在
も
造
園

業
を
営
ん
で
お

ら
れ
る
先
生
な

ら
で
は
の
視
点

で
、
細
か
い
部

分
も
丁
寧
に
お

話
し
い
た
だ
き
、

公
園
で
の
実
技

研
修
で
は
、
実

際
に
鎌
と
熊
手

を
使
い
、
除
草

の
仕
方
を
ご
指

導
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

除
草
班
は
現
在
、
22
名
の
会
員
が
就
業
し
て

い
ま
す
。毎
年
、
多
く
の
お
客
様
か
ら
除
草
の

ご
注
文
を
い
た
だ
き
、
繁
忙
期
に
は
総
動
員
で

作
業
に
あ
た
っ
て
も
対
応
し
き
れ
な
い
く
ら
い
、

需
要
の
多
い
仕
事
で
す
。

「
今
回
の
研
修
に
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ

ん
！
」

お
客
様
の
笑
顔
の
た
め
に
、
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

「
除
草
作
業
に
興
味
の
あ
る
会
員
の
皆
さ
ん
！
」

ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。大
歓
迎

で
す
。

シ
ョ
ン
言
葉
や
、「
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す

か
」と
い
う
依
頼
形
で
。ま
た
、お
断
り
は
丁
寧

に
説
明
し
た
上
で「
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」

な
ど
の
言
葉
を
添
え
る
。苦
情
へ
の
対
応
と

し
て
は
、ま
ず
お
詫
び
か
ら
、次
に
、良
く
聴
き
、

事
実
の
確
認
を
し
た
上
で
、
迅
速
に
対
応
す

る
。ご
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い
場
合
は
、
ク
ッ

シ
ョ
ン
言
葉
を
入
れ
な
が
ら
、出
来
な
い
こ
と

を
よ
く
説
明
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
伝

え
、代
替
案
が
あ
れ
ば
提
案
す
る
。

　

お
客
様
の
心
情
と
し
て
は

　
　

一
、自
転
車
等
へ
の
安
心
、安
全
の
願
望

　
　

二
、�自
尊
の
欲
求（
自
分
に
丁
寧
に
し
て

欲
し
い
）

　
　

三
、公
平
感（
差
別
さ
れ
た
く
な
い
）

と
い
う
お
客
様
の
欲
求
が
あ
り
、こ
れ
ら
に
注

意
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
事
で
あ
る
。

　

以
上
、
一
年
に
一
回
の
研
修
で
は
あ
る
が
、

大
勢
の
お
客
様
に
応
対
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
を
常
に
確
認
す
る
為
に
は
大
事
な
機
会
で

あ
り
、
特
に
今

回
は
新
し
い
講

師
で
内
容
的
に

も
新
鮮
味
が
あ

り
、
加
え
て
、
会

員
相
互
の
参
加

型
研
修
と
も

な
っ
て
い
て
、よ

り
効
果
が
あ
っ

た
と
思
う
。

「
接
遇
力
向
上
研
修
」（
駐
輪
場
編
）報
告

除
草
班　

新
人
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
！

自
転
車
駐
車
場
管
理
就
業
　
鍋
横
班
　
佐
藤
　
全
弘

研
修
に
参
加
さ
れ
た

　
　
会
員
さ
ん
か
ら
の
声
！

　

入
会
し
た
て
の
新
人
で
す
。庭
い
じ
り
が

好
き
な
の
で
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。説
明
・

ア
ド
バ
イ
ス
・
実
技
研
修
等
を
受
け
、頑
張
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。�

（
Ｓ
・
Ｎ
）

　

正
し
い
鎌
の
使
い
方
を
習
い
、
草
刈
り
と

除
草
の
違
い
を
知
り
ま
し
た
。�

（
Ａ
・
Ｏ
）

　

除
草
班
新
人
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。楽
し
く
除

草
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
有
意
義
な
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。�

（
Ｓ
・
Ａ
）

　
除
草
は
大
変
な
作
業
で
す
が
、
緑
の
中
で
、

空
を
眺
め
、鳥
の
声
を
聴
き
、夏
や
冬
の
厳
し

さ
も
味
わ
い
な
が
ら
の
仕
事
に
は
、
そ
れ
な

り
の
醍
醐
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。ぜ
ひ
！

雑草がなくなり、きれいになりました。
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３
月
21
日（
火
）、
家
庭
・
子
育
て
委
員
会

の
必
修
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。小
雨
そ

ぼ
降
る
中
、午
前
46
名
、午
後
43
名
、合
わ
せ

て
89
名
の
会
員
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、中
野
区

で
は
昨
年
11
月
よ
り
区
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
の
訪
問
活
動
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
、す
で
に
15
件
の
依
頼
を
受
け
て
い
ま

す
。そ
し
て
、本
年
４
月
よ
り
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業（
総
合
事
業
）と
し

て
本
格
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
活
動
事
業
は
、
元
気
な
高
齢
者
が

主
体
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
、
地
域

で
家
事
援
助
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
区
が
委
託
す
る
事
業
で
す
。今

回
は
、東
京
し
ご
と
財
団
で
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
講
師
を
務
め
て
い
る
小
林
里
美
先

生
を
お
招
き
し
、総
合
事
業
の
最
新
情
報
と

地
域
で
の
高
齢

者
の
役
割
に
つ
い

て
お
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。コ

ミ
カ
ル
な
口
調
の

先
生
の
お
話
は

大
変
興
味
深
く
、

会
員
の
皆
さ
ん

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

家
事
援
助
必
修
研
修
に
参
加
し
て

昭
和
班　

小
阪　

弘
子

　

２
０
０
０
年
に
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制

度
は
、３
年
ご
と
に
改
正
し
２
０
０
３
年
に

大
き
く
変
わ
っ
た
。改
正
の
特
徴
で
あ
っ
た

利
用
者
の
負
担
は
、収
入
に
よ
り
２
割
の
負

担
が
入
り
、予
防
給
付
の
見
直
し
で
要
支
援

１
・
２
は
総
合
事
業（
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
）と
な
っ
た
。

■
総
合
事
業
と
は

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
地

域
の
活
動
団
体
が
主
体
と
な
り
、介
護
予
防

や
生
活
支
援
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
地

域
で
展
開
し
て

い
く
事
業
で
あ

る
。高
齢
者
自

身
の
能
力
を

最
大
限
に
生

か
す
と
と
も
に
、

介
護
が
必
要

な
状
態（
要
介

護
）
に
な
る
こ

と
を
予
防
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。準
備
が
出

来
た
地
域
か
ら
開
始
し
、中
野
区
は
昨
年
12

月
か
ら
試
行
し
て
い
る
。私
達
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

の
大
き
な
力
と
し
て
、活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

■
最
終
ゴ
ー
ル
は「
認
知
症
対
策
」

①�

２
０
２
５
年
、
認
知
症
の
人
は
７
０
０
万

人（
65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
）

　

�

中
野
区
は
、
２
０
１
３
年
で
１
万
53
人

（
う
ち
、２
，１
４
８
人
が
要
支
援
）

②�

介
護
人
材
不
足
の
た
め
に
、地
域
の
元
気

な
高
齢
者
を
活
用
す
る
か
外
国
人
労
働

者
の
導
入
が
必
要

③�

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
に
よ
り
効
率

化
を
図
る

■�

地
域
で
の
高
齢
者（
＝
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
員
）の
役
割
と
は

　

小
林
先
生
の
お
話
で
は
、シ
ル
バ
ー
世
代

に
も
で
き
る
認
知
症
対
策
と
し
て
、「
認
知

症
カ
フ
ェ
」
の
よ
う
な
高
齢
者
の
見
守
り
の

場
を
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
提
供
で
き

な
い
か
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

■
訪
問
活
動
事
業
の
利
用
者
と
し
て

　

私
事
だ
が
、
膝
の
骨
折
以
来
、
歩
行
不
自

由
で
要
支
援
１
に
認
定
さ
れ
た
た
め
、月
４

時
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。早
速
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
買
い
物
と
病
院
へ
の
付
添
を
お
願
い
し
、

大
変
感
謝
し
て
い
る
。一
人
で
も
多
く
の
区

民
が
、
よ
り
過

ご
し
や
す
い
暮

ら
し
が
出
来
る

よ
う
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
者
と

な
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
増
加
を

願
っ
て
い
る
。

「
自
主
的
な
地
域
で
の
支
え
合
い

 
～
高
齢
者
が
主
役
～
」

家
事
援
助
就
業
会
員
必
修
研
修

テ
ー
マ

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
を
一
体
的
に
行
う
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」。

そ
の
構
築
に
向
け
て
、
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
、
高
齢
者
向
け
に
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
総
合
事
業
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　総合事業については、「なかの区報 
４／５号」に特集で掲載されていま
す。また、当センター会員の活動の紹
介も載っていますのでご覧ください。
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新
春
を
迎
え
、ま
だ
ま
だ
寒
さ
厳
し
き
早

朝
7
時
30
分
、我
々
安
全
管
理
委
員
会
の

面
々
が
中
野
駅
北
口
中
央
自
転
車
駐
車
場

に
集
結
し
、冷
た
い
ビ
ル
風
が
吹
く
中
、中

野
け
や
き
通
り
自
転
車
駐
車
場
へ
向
か
い

ま
し
た
。

　

今
回
、初
め
て
自
転
車
駐
車
場
の
安
全
就

業
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と
と
な
り
、６
人

で
の
見
学
と
な
り
ま
し
た
が
、朝
の
一
番
忙

し
い
時
間
帯
を
見
計
ら
い
現
状
を
把
握
す

べ
く
、危
険
個
所
の
確
認
を
し
ま
し
た
。５

人
の
管
理
人
会
員

に
あ
い
さ
つ
し
、

定
期
エ
リ
ア
・
一

時
利
用
エ
リ
ア
を

遠
巻
き
に
見
て
い

ま
し
た
が
、立
ち

止
ま
っ
て
い
る
の

も
邪
魔
に
な
る
の

で
は
…
と
思
う
く

ら
い
、前
か
ら
後

ろ
か
ら
自
転
車

が
通
り
抜
け
て

い
き
ま
す
。入

口
を
境
に
エ
リ

ア
が
分
か
れ
て

お
り
、定
期
エ

リ
ア
へ
向
か
う

人
は
一
時
停
止

せ
ず
勢
い
よ
く
進
入
し
て
い
き
ま
す
。一
時

利
用
の
方
は
、一
日
券
を
購
入
す
る
た
め
事

務
所
で
現
金
を
払
い
、平
置
き
場
へ
自
転
車

を
置
き
、急
ぎ
足
で
駅
へ
向
か
い
ま
す
。管

理
人
会
員
は
、そ
の
自
転
車
を
順
番
に
整
理

し
、少
し
で
も
収
容
台
数
を
確
保
し
よ
う
と

エ
リ
ア
内
を
く
ま
な
く
回
り
、利
用
し
や
す

い
環
境
作
り
に
努
め
て
い
ま
す
。一
番
混
み

合
う
時
間
帯
は
朝
８
時
前
後
で
す
が
、と
に

か
く
切
れ
目
な
く
自
転
車
が
敷
地
内
を
通

る
た
め
、利
用
者
も
管
理
人
会
員
も
気
の
抜

け
な
い
緊
張
感
の
漂
う
現
場
で
し
た
。

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
、中
野
西
自
転
車
駐

車
場
で
す
。こ
こ
は
、屋
外
駐
輪
と
屋
内
建

物
内
部
１
階
と
２
階
へ
止
め
る
場
所
、さ
ら

に
は
親
子
車
や
電
動
自
転
車
専
用
ス
ペ
ー

ス
を
合
わ
せ
、約
１
，１
０
０
台
の
自
転
車

を
収
容
出
来
る
自
転
車
駐
車
場
で
す
。雨
風

を
し
の
げ
る
屋
外
と
屋
内
で
は
利
用
料
金

が
異
な
る
た
め
、お
客
様
に
わ
か
り
や
す
く

ご
案
内
し
、良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
心
掛

け
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

事
務
所
に
駐
在
し
て
い
る
仁
木
主
任
、高

橋
会
員
を
訪
ね
色
々
と
話
を
伺
い
ま
し
た

が
、日
頃
、会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
が
絶

え
な
い
よ
う
で
、夜
間
な
ど
照
明
が
暗
く
見

通
し
が
悪
い
時
間
帯
な
ど
は
、懐
中
電
灯
を

頼
り
に
利
用
者
と
共
に
自
転
車
を
探
し
出

し
、お
疲
れ
様
で
し
た
と
声
を
か
け
送
り
出

す
。自
転
車
を
置
く
ラ
ッ
ク
の
具
合
が
良
く

な
い
と
き
は
、使
い
勝
手
を
良
く
知
る
会
員

が
サ
ッ
と
手
伝

い
に
来
て
く

れ
、迅
速
に
対

応
し
て
い
る
姿

は「
自
主
自
立
・

共
同
共
助
の
理

念
」が
生
か
さ

れ
て
い
る
現
場

だ
と
痛
感
し
ま

す
。

　

夏
場
の
日
差
し
の
暑
さ
に
も
、冬
場
の
体

当
た
り
で
吹
い
て
く
る
ビ
ル
風
に
も
、負
け

じ
と
作
業
し
て
い
る
自
転
車
駐
車
場
就
業

会
員
の
皆
様
、寒
い
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お

付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
た
安
全
管
理
委

員
会
の
皆
様
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

安
全
管
理
委
員
会
　
江
古
田
班
　
山
西
　
真
治

　

平
成
28
年
度
・
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
期
間
の
11
月
29
日
、野
方
警

察
署
長
及
び
野
方
交
通
安
全
協
会
会

長
よ
り
中
野
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
対
し
、会
員
向
け
の
交
通
安

全
講
習
会
の
開
催
を
は
じ
め
、日
頃

か
ら
各
種
交
通
安
全
活
動
に
尽
力
さ

れ
た
と
し
て
感
謝
状
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、あ
い
に
く
所
内
会
議
の

た
め
、表
彰
式
に
は
出
席
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、後
日
、野
方
警
察
署
関

係
者
か
ら
感
謝

状
を
受
領
し
ま

し
た
。

　

さ
っ
そ
く
、本

部
事
務
室
内
に

感
謝
状
を
掲
出

い
た
し
ま
し
た
。

第
４
回
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

安
全
管
理
委
員
会
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２
０
２
０
年「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の

開
催
で
思
う
こ
と�

東
部
班　

儘
田 

宏

シ
ル
バ
ー
仲
間
は 

い
き
い
き 

は
つ
ら
つ
!!

会
員
の
平
均
年
齢
は
74
歳
!!　
江
古
田
班　

渡
邉 

昭
子

　

３
年
後
の
平
成
32
年（
西
暦

２
０
２
０
年
）
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、

東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

今
か
ら
53
年
前
の
昭
和
39
年

（
１
９
６
４
年
）10
月
10
日
、
私
が
高

校
生
の
時
に
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
生
涯
で
二
度
も
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
体
験
で
き
る
と
は
、
何

と
幸
運
で
あ
り
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。但
し
、
そ
の
時
ま
で
健
在
で

あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
が
…
。

　

私
は
昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
は
特
別
な
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。当
時
、
都
立
高
校
に
在
籍
し
て

お
り
、
東
京
都
教
育
庁
か
ら
各
高
校

に
競
技
の
入
場
券
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
。私
の
ク
ラ
ス
は
、
あ
る
室
内
球
技

の
入
場
券
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た

が
、
相
手
チ
ー
ム
選
手
の
出
場
資
格

問
題
で
事
前
に
試
合
が
中
止
に
な
り
、

観
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
時
は
、
一
生
に
一
度
あ
る
か

な
い
か
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
観
戦
で

き
な
い
残
念
さ
と
悔
し
さ
で
一
杯
で

し
た
。

　

そ
こ
で
考
え
ま
し
た
。「
入
場
券
が

必
要
無
い
競
技
は
な
い
も
の
か
？
」

「
そ
う
だ
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ら
ば
入
場

券
は
要
ら
な
い
」

　

最
終
日
に
千
駄
ヶ
谷
の
国
立
競

技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
甲
州
街
道

を
調
布
で
折
り
返
す
42
キ
ロ
１
９
５

メ
ー
ト
ル
を
途
中
の
沿
道
で
観
戦
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
新
宿
か
ら
京
王
線
に
乗
っ

て
笹
塚
駅
で
降
り
、
甲
州
街
道
で
選

手
達
を
迎
え
て
か
ら
、
再
び
京
王
線

に
乗
り
千
歳
烏
山
駅
ま
で
行
き
、
再

び
走
っ
て
く
る
選
手
達
を
応
援
・
観

戦
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
エ
チ
オ
ピ
ア
の
裸
足
の

王
者「
ア
ベ
ベ
選
手
」、
三
位
で
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
自
衛
隊
の「
円
谷

幸
吉
選
手
」、
新
日
鉄
の「
君
原
健
二

選
手
」達
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

更
に
調
布
駅
ま
で
行
き
、
調
布
駅

か
ら
甲
州
街
道
に
出
て
、
走
っ
て
く

る
選
手
達
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

折
り
返
し
点
の
調
布
か
ら
選
手
が

戻
っ
て
く
る
ま
で
道
路
で
観
戦
、
京

王
線
の
上
り
に
乗
っ
て
新
宿
に
出
て

総
武
線
に
乗
り
換
え
、
千
駄
ヶ
谷
の

国
立
競
技
場
の
外
で
選
手
を
待
ち
う

け
ま
し
た
。国
立
競
技
場
に
は
入
場

券
が
無
い
と
入
れ
ず
、
国
立
競
技
場

内
の
大
き
な
声
援
を
外
で
聞
き
な
が

ら
、
全
選
手
が
競
技
場
に
入
る
ま
で

見
届
け
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
思
い
出
に
残
る
甲
州

街
道
で
の
マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
観
戦
で

し
た
。そ
の
後
の
43
年
に
渡
る
会
社

生
活
に
お
い
て
、
困
難
に
遭
遇
し
た

時
に
、
諦
め
ず
に「
何
か
別
の
方
法
は

無
い
も
の
か
？
」
と
考
え
工
夫
す
る

習
性
が
身
に
付
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
日
本
老
年
学
会
と
日
本
老
年
医
学
会

が「
75
歳
以
上
を
高
齢
者
、
65
歳
～
74
歳
ま
で

を
准
高
齢
者
」
と
提
言
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

ま
し
た
。ま
さ
に
、
准
高
齢
者
の
対
象
と
な
る

シ
ル
バ
ー
会
員
は
、
ま
だ
ま
だ
若
く
、
生
き
生

き
と
活
動
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
年
齢
で

あ
る
こ
と
の
証
明
が
得
ら
れ
た
の
で
は
？
と

背
中
を
ポ
ン
と
押
さ
れ
た
よ
う
な
良
い
気
分

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
就
業
現
場
で
は
、
足
取
り
軽
く
、
広

報
誌
区
報
を
配
布
し
て
い
る
会
員
さ
ん
や
家

庭
に
入
り
掃
除
・
洗
濯
・
お
料
理
と
手
際
良
く
、

家
事
援
助
に
従
事
し
て
い
る
頼
も
し
い
80
歳

代
の
会
員
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。そ
ん
な
姿
に

出
会
い
ま
す
と［
よ
う
し
頑
張
る
ぞ
！
］
と
元

気
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
会
員
さ
ん
の
声
も
聞
か
れ

ま
す
。

　

高
齢
者
で
あ
る
こ
と
を
仕
事
の
上
で
自
ら

認
め
、
工
夫
と
努
力
、
前
向
き
思
考
を
発
揮
し

て
、
働
け
る
こ
と
へ
の
喜
び
・
幸
せ
に
心
を
繋

ぐ
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
さ
ん
の
頼
も
し
い
心

意
気
に
拍
手
！

10
年
以
上
家
事
援
助
の
仕
事
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
が
、
若
い
頃
と
違
い
体
の
動
き

が
だ
ん
だ
ん
鈍
り
、
仕
事
の
中
身
は
同
じ

で
も
、
時
間
は
オ
―
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま

す
。で
も
終
わ
っ
た
時
に
は「
助
か
る
わ
。

あ
り
が
と
う
！
」
と
言
葉
を
掛
け
て
く
だ

さ
る
の
で
、
お
役
に
立
て
た
か
な
と
嬉
し

く
な
り
ま
す
。�

（
70
歳
代
後
半
）

あ
る
家
庭
の
家
事
援
助
の
仕
事
に
携
わ

り
５
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、
初
め
の
頃

は
お
客
様
の
要
望
が
厳
し
く
、
対
応
に
戸

惑
い
、
辛
い
思
い
の
連
続
で
し
た
。で
も

「
お
客
様
に
断
ら
れ
る
ま
で
は
頑
張
る

ぞ
！
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
続
け
ま

し
た
。今
で
は「
あ
り
が
と
う
！
」
と
見
送

ら
れ
、
寄
り
添
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に

ほ
っ
こ
り
心
で
、
家
路
に
向
か
っ
て
い
ま

す
よ
。�
（
70
歳
代
前
半
）

広
報
誌
区
報
を
配
布
し
な
が
ら
、
庭
に
咲

く
花
を
愛
で
る
区
民
の
方
と
の
会
話
に

花
が
咲
き
、
心
和
ま
せ
て
い
ま
す
。ま
た
、

配
布
期
間
に
余
裕
が
あ
る
の
で
、
無
理
せ

ず
、
体
調
に
合
わ
せ
て
配
布
で
き
る
の
は

あ
り
が
た
い
で
す
。歩
く
こ
と
で
健
康
維

持
に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。い
つ

ま
で
続
け
ら
れ
る
か
不
安
は
あ
り
ま
す

が
、
主
人
の
応
援
を
支
え
に
頑
張
り
ま
す

よ
。�

（
80
歳
代
前
半
）
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平成29年（2017）4月30日

　当センターの自主事業として開講している学習教室（中学生の英語）に、今年の２月まで２年間通
われていた生徒さんから、その間、熱心に指導していただいた上鷺宮班の中川幸夫会員あてに届いた
一通のお手紙をご紹介させていただきます。

　先生、これまでの２年間本当にありがとうございました。この期間で教わったことは一口では言い表せない
ほどたくさんあります。なので、僕ができるようになったことを記していきたいと思います。	
	
　ここに入ってきた当時、僕は全く英語を知りませんでした。数学は算数と関わりがあったため不安はなかっ
たのですが、英語はABCが分かる程度だったためとても不安で心配でした。	
	
　そんな自分に先生はいきなりsoccerだのmilkだのcarなどと単語を覚えろと言ってきました。とても驚きまし
た。今、自分の一生を振り返ってもあれほど苦い思い出はありません。	
　それで少し英語に慣れた僕は大きな壁にぶつかりました。三人称単数です。それまでdoだったものがなぜ
doesに、likeだったものがlikesになるのか当時の自分には英語の考え方が理解できずとても悩みました。そん
な時先生は、僕のペースに合わせて分かるようになるまで付き合ってくれました。今考えればすぐに解ける問
題ですが、日本語の感覚しか知らず、他の考え方をしようとしなかった自分にとってとてつもなく難しい問題
でした。この考え方ができるようになったのは、まぎれもなく先生のおかげです。この時期から不安だった英
語が楽しくなり、もっと知りたいという教科に変わってきました。	
	
　それから少し時間が過ぎ、もう一度大きな壁にぶつかりました。次は過去形です。これも以前の三人称単数
と同じく、日本語との感覚の違いでした。	
　日本語は「～でした」という簡単なものだったのに対し、英語はplayがplayed、goがwentなど謎でしかな
かったです。いきづまった自分に先生は見えない日本語と英語の違いを書いて目に見えるようにして教えてく
れました。そのおかげで英語の感覚を少しつかむことができました。	
	
　少しかたくなってきたので、楽しかった思い出を記したいと思います。	
　先生は覚えていますか？中川を英語で言ってミドルリバーや僕の名前を英語で言うと…など言葉遊びを楽し
んだことや文化祭のスローガンを一緒に考えたことを。	
　先生は以前、外国で働いていたと言っていました。そのため僕は学校では習うことができない英語の考え方
や熟語などを教わりました。はじめの頃、僕は先生が筆記体であったため読むことができず、とても苦労しま
した。それが今では普通に読むことができます。	
　前にも述べたように、僕は以前より英語の考え方ができるようになりました。そのため、以前習った新しい
考え方過去分詞形にも対応できるようになりました。ですが、まだまだつめが甘く、単語のスペルミスや熟語
がわからなかったりと様々な課題があります。それでも昔と比べれば、圧倒的に覚えはよくなっています。	
	
　僕が考えるにこれは先生が話しながら、声に出しながら単語を覚えるようにしてくれたおかげで、頭の中で
発音する音とスペルがだんだんと一致するようになったのだと考えます。ですから、今でははじめて聞いた単
語でもスペルが合っていたということがあります。	
　学校では、あまり書くことと、話すことの両方は習いません。そのような授業をしています。ですが先生が
教えてくれた知識と考え方がつまったこの脳で授業を受けると、頭の中でもう一つ他の文を作ったり、同じ単
語を用いて疑問文をつくったりと考えることがたくさんあり、暇な時間はありません。	
	
　これまで本当にありがとうございました。	
　これからはお身体に気をつけてお過ごしください。	
	
　　　　　　　　　　　　　この２年間は僕にとってとても有意義なものでした。	

Dear Mr.中川
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平成29年度会費の天引きについて
まもなく、平成29年度（Ｈ29/4/1 ～Ｈ30/3/31）が始まります。
具体的なスケジュールは下記の通りとなっておりますので、ご確認をよろしくお願いいたします。

※会費の天引きは、年１回だけ天引きいたします。 ただし、天引きは４・５・６月分配分金に限ります。
　４・５・６月分配分金で天引きされず、会費が未納の方に対し、７月下旬に郵便振込用紙をお送りいたします

ので、お近くの郵便局よりお支払いをお願いいたします。	
※シルバー保険料一部負担の天引きは、毎月、就業された方から100円天引きいたします。

作業月 支払年月日 会費の天引き

平成29年3月分　配分金 平成29年4月17日 ―

平成29年4月分　配分金 平成29年5月16日
2,000円

（4・5・6月配分金のうち
最も早い配分金より

天引きされます）
平成29年5月分　配分金 平成29年6月16日

平成29年6月分　配分金 平成29年7月18日

平成29年7月分　配分金 平成29年8月16日 ―

平成29年8月分　配分金 平成29年9月19日 ―

平成29年9月分　配分金 平成29年10月16日 ―

（4月・7月・10月・１月末日発行）　第131号
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理事会開催状況
【
平
成
28
年
度 

第
11
回
】�

平
成
29
年
１
月
26
日（
木
）午
前
10
時
よ
り
本
部
に
て
開
催

　
　

１　

議
決
事
項

　
　
　
　
（
１
）平
成
29
年
１
月
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

２　

報
告
事
項

　
　
　
　
（
１
）平
成
28
年
12
月
退
会
者
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
２
）平
成
28
年
12
月
事
業
実
施
状
況
報
告

　
　
　
　
（
３
）平
成
29
年
度 

事
業
計
画（
素
案
）に
つ
い
て

　
　
　
　
（
４
）各
職
群
班
の
担
当
理
事
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
５
）江
古
田
分
室
に
お
け
る
手
内
職
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
６
）平
成
28
年
度 

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
研
修
に
つ
い
て	

　
　
　
　

　
　
　
　
（
７
）�地
域
活
動
委
員
会
に
お
け
る『
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
』に
対
す
る
主
な
意

見
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
８
）月
間
予
定
表（
平
成
29
年
２
月
分
）

　
　
　
　
（
９
）そ
の
他

　
　

◇
右
記
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
・
報
告
し
、全
て
承
認
・
了
承
を
得
て
終
了
し
た
。

【
平
成
28
年
度 

第
12
回
】�

平
成
29
年
２
月
23
日（
木
）午
前
10
時
よ
り
本
部
に
て
開
催

　
　

１　

議
決
事
項

　
　
　
　
（
１
）平
成
29
年
２
月
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
２
）平
成
29
年
度 

事
業
計
画（
案
）の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
３
）平
成
29
年
度 

収
支
予
算（
案
）の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
４
）第
４
期 

理
事
の
選
任
に
つ
い
て（
案
）

　
　
　
　
（
５
）理
事
・
監
事
選
考
委
員
の
再
任
に
つ
い
て（
案
）

　
　

２　

報
告
事
項

　
　
　
　
（
１
）平
成
29
年
１
月
退
会
者
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
２
）平
成
29
年
１
月
事
業
実
施
状
況
報
告

　
　
　
　
（
３
）平
成
29
年
度 

理
事
会
開
催
予
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
４
）�平
成
29
年
度 

入
会
登
録
説
明
会
の
開
催
予
定
及
び
担
当
理
事
に
つ

い
て

　
　
　
　
（
５
）�シ
ル
バ
ー
派
遣
に
よ
る
東
部
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
委
員
会
へ

の
会
員
の
就
労
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
６
）月
間
予
定
表（
平
成
29
年
３
月
分
）

　
　
　
　
（
７
）そ
の
他

　
　

◇
右
記
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
・
報
告
し
、全
て
承
認
・
了
承
を
得
て
終
了
し
た
。

【
平
成
28
年
度 

第
13
回
】�

平
成
29
年
３
月
23
日（
木
）午
前
10
時
よ
り
本
部
に
て
開
催

　
　

１　

議
決
事
項

　
　
　
　
（
１
）平
成
29
年
３
月
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
２
）特
別
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
３
）正
会
員
１
名
の
平
成
28
年
度
会
費
免
除
及
び
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

２　

報
告
事
項

　
　
　
　
（
１
）平
成
28
年
度 

下
半
期
職
務
執
行
報
告
に
つ
い
て（
定
款
第
24
条
５
項
）

　
　
　
　
（
２
）平
成
28
年
度 

会
員
表
彰
の
実
施
及
び
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て（
依
頼
）

　
　
　
　
（
３
）平
成
29
年
２
月
退
会
者
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
４
）平
成
29
年
２
月
事
業
実
施
状
況
報
告

　
　
　
　
（
５
）�東
部
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
の
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の

開
始
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
６
）月
間
予
定
表（
平
成
29
年
４
月
分
）

　
　
　
　
（
７
）そ
の
他

　
　

◇
右
記
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
・
報
告
し
、全
て
承
認
・
了
承
を
得
て
終
了
し
た
。



時
刻
通
り
に
、ご
飯
が

炊
き
上
が
っ
て
便
利
。家

具
を
よ
け
て
掃
除
を
し
て

く
れ
る
の
で
楽
。言
葉
が

分
か
っ
て
遊
び
相
手
に
な
る
人
形
、か
わ
い

い
。自

動
販
売
機
で
買
っ
た
品
物
を
手
に
し
た

時「
ア
リ
ガ
ト
ー
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」と
、平
た
い
音

声
に
背
を
押
さ
れ
た
の
は
、い
つ
頃
だ
っ
た

か
。そ
れ
以
来
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
制
御
が
こ
こ

ま
で
進
む
と
、近
い
将
来
に
自
分
の
代
わ
り
に

ロ
ボ
ッ
ト
が
膝
痛
を
病
ん
で
く
れ
そ
う
な
―

人
の
声
に
は
、思
い
が
こ
も
っ
て
い
る
。人

の
手
は
、頼
も
し
く
温
か
い
。感
情
が
あ
り
、知

恵
と
力
を
合
わ
せ
る
仲
間
を
も
っ
て
い
る
の

が
人
。

『
優
し
さ
と
笑
顔
で
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
』

こ
れ
は
、主
に
家
事
援
助
に
就
業
す
る
会
員
の

合
い
言
葉
だ
が
、仕
事
の
如
何
に
関
わ
ら
ず

携
わ
る
会
員
に
共
通
す
る
心
構
え
で
あ
る
。今

日
も
多
く
の
会
員
が
、区
内
各
所
で
働
い
て
い

る
。人
の
手
、人
の
力
に
勝
る
、日
常
生
活
の
支

援
な
ど
有
る
ま
い
と
思
っ
て
い
る
。

北
風
に
洗
わ
れ
た
青
空
に
、白
木
蓮
が
力
強

く
ま
ぶ
し
く
咲
き
始
め
た
。毎
年
、力
い
っ
ぱ

い
に
自
分
も
何
か
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気

を
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
花
で
あ
る
。さ
あ
！

長
谷
川　

乃
布
子

が
あ
き
と

平成29年度　配分金振込日

就業月 配分金振込日

平成29年　　　3月就業分 平成29年  　4月17日（月）

4月就業分 5月16日（火）

5月就業分 6月16日（金）

6月就業分 7月18日（火）

7月就業分 8月16日（水）

8月就業分 9月19日（火）

9月就業分 10月16日（月）

10月就業分 11月16日（木）

11月就業分 12月18日（月）

12月就業分 平成30年  　1月16日（火）

平成30年　　　1月就業分 2月16日（金）

2月就業分 3月16日（金）

平成29年3月事業実施状況

会員登録人数
（3月31日現在）

女性 555名

男性 931名

合計 1,486名

3月入退会者

入会者 退会者

女性 3名 30名

男性 2名 57名

合計 5名 87名

3月受託件数・契約金額

公共 39件 20,929,475円

企業 447件 16,559,693円

家庭 642件 9,419,116円

自主事業 13件 2,080,055円

合計 1,141件 48,988,339円

3月就業人数 就業率

女性 375名 67.6％

男性 625名 67.1％

合計 1,000名 67.3％

平成29年（2017）4月30日

事
務
局
長
就
退
任
挨
拶

服
部  

敏
信

　

こ
の
３
月
を
も
ち
事
務
局
長
を
退

任
し
た
服
部
で
す
。シ
ル
バ
ー
で
の

４
年
間
は
、
高
齢
期
に
さ
し
か
か
る

自
分
自
身
に
と
っ
て
、
人
生
の
先
輩

で
も
あ
る
皆
さ
ま
方
の
生
き
方
や
働
き
方
な
ど
を
通
じ
、い

ろ
い
ろ
と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。学
ん
だ
こ
と
を

今
後
の
生
活
に
少
し
で
も
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。な
お
、４
月
か
ら
一
年
間
、派
遣
事
業
の
専
門
員

と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
皆
さ
ま
方
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

瀬
田  

敏
幸

　

４
月
よ
り
中
野
区
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
瀬
田
敏
幸
と
申
し
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
へ
の
取
組
み
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
担

い
手
発
掘
・
活
躍
な
ど
も
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
新
た
な
展
開
・

発
展
と
し
て
、地
域
・
区
民
か
ら
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
労
ニ
ー
ズ
な
ど
に
応
え
つ
つ
、
公
益
活
動
、
地

域
貢
献
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆

様
、役
職
員
と
と
も
に
、身
近
な
地
域
へ「
よ
り
一
層
価
値
あ

る
公
益
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。こ

れ
か
ら
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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東京マラソン祭り2017
　　　「初めてのボランティア」
シルバー人材センターに入会して早５か月
が経ち、２月26日（日）に、初めて大イベン
トに参加する事が出来ました。そのデビュー
戦が、小池都知事にとっても初めての東京マ
ラソンでした。

今年は、マラソン祭りと言ってコースが大
幅に変更され、アップダウンのない平坦な
コースでゴールは東京駅。また、６か所のエ
リアに分け、私たちは両国エリアの江戸東京
博物館でのボランティアでした。天気に恵ま
れポカポカ陽気で、青空もスカイツリーも全
てが応援しているようでした。

会場では、複数名ずつチームを組み、それ
ぞれ誘導・見回り・ごみ分別のご案内でした
が、正味3時間半位だったでしょうか、私達

も合間を見ては無料で配布された伊勢海老の
みそ汁を頂いたり、テナントを見て回ってお
買い物したり、ステージの伝統芸能を観覧し
たり、とても楽しい貴重な時間となりました。
ただ、すみだ北斎美術館の道順を来場者に聞
かれても答えられず、ベテランシルバーさん
に正確に答えて頂き、自分の知識・学習不足
を痛感し、帰りに他のシルバーさんと美術館
まで足を伸ばし鑑賞して帰路に就きました。

こうして私の初のボランティアは楽しく終
わりましたが、来年も先輩達とご一緒に楽し
くお仕事できたらいいなと心より願っていま
す。

江古田班　太田 智子

12

江戸東京博物館３F特設おまつり広場

笑顔でごみ分別のご案内！

会員さんのおかげで会場はとてもきれいです


